
1，学びの実際
（１）生徒を主役にする３つの工夫
本校が大事にしている「生徒が主役」は

生徒が主体的に活動していくための重要な
キーワードであり、体育の授業においても
カリキュラムデザイン、学習カードの工夫、
場の設定の工夫などで「生徒が主役」の授
業を実現させていきたいと日々試行錯誤し
ている。
本単元においても「生徒が主役」を実現

するために「メタ認知」を活用した学び
の高め合い活動を試みた。メタ認知とは、
「自分が能動的に行っている言動につい
て、もう 1 人の自分が客観的な立場から、
その言動を調整したり調和したりする能
力」のことである。つまり客観的に自分
たちのダンスを分析し、お互いに意見を
出し合いながらより良いものにしていく
授業を目指していく。それを可能にする
ために本単元では３つの工夫を試みた。

＜組織づくりの工夫＞
体育の授業においてグループ編成はとて

も重要である。それによってその後の学習
活動が大きく左右されると言っても過言で
はない。種目や学習のねらいによって等質
集団、異質集団を使い分ける。
本授業ではダンスの構成上、７つのグル

ープに分け、グループ内での教え合い活動
ができるように異質集団を編成した。

＜学習カードの工夫＞
体育の授業にとって、見通しをもった活

動や自分の活動目標をはっきりさせるため
に学習カードの活用はマストである。
今までもダンスの学習カードは使用して

いたが、本年は生徒の要望もあり、ダンス
のテーマ設定から行い、プレ発表の考察・
評価、授業を終えての振り返りまでをステ
ップ１～ステップ６までに編集し、それ通
りに進めていけば学習できるようカードを
１冊に製本した状態で使用していった。

＜メタ認知させるための工夫＞
メタ認知させるためには客観的に自分た

ちの動きを認識させることが必要である。
そのために本単元では、ＩＣＴを最大限に
活用していった。
規定のダンスの練習をする時には、グル

ープにタブレットを持たせ、自分たちの動
きを撮影し、見ることで、見本の動きとど
こがどう違うか、自ら認知できるようにし
た。
また、全体練習の時には、ビデオカメラ

でみんなの動きを撮影し、リアルタイムに
正面スクリーンに映すことで、自分達の動
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本校ではダンスの授業の一環として４年前から内閣府･文部科学省後援の全国小中学校リズムダンスふれあ

いコンクールに参加している。このコンクールは、学習指導要領において必須となったダンスの「現代的なリ

ズムのダンス」を学級単位で発表する機会を提供するもので「リズムダンスを通じ小中学生の豊かな人間性の

育成や体力の向上を目的とし､また生徒が全国大会という目標を掲げることで、より学習に興味を持つように

促し､教育の一環として貢献する」ことを目指している。

昨年度、本校現２年１組が初めての挑戦ながら予選を見事突破し、東京で行われた全国大会への出場を果た

すことができた。しかし、本戦ではダンスの完成度やテーマ性など他県のチームとの差を痛感し、来年こそは

上位入賞をみんなで誓った大会であった。

そこで、今年は、テーマ設定からみんなで話し合い、昨年度の入賞チームのダンスを参考にどうしたら全国

で通用するダンスになるか、総監督の進次郎を中心に取り組んだ２年１組の挑戦を報告する。



きを実際に見ながらダンスができるように
していった。これによって全体のバランス
やタイミングのずれなど客観的に自分で把
握しながら修正していけるようにした。

（２）２年目の挑戦がスタート
いよいよ、ダンスの季節がやってきた。

この頃になるとダンス好きの生徒から「今
年の課題曲は何ですか ?」という問い合わ
せがあり、この取り組みが安居中学校のス
クールカルチャーとして根付いて来たこと
を感じる。
２年１組では、昨年度初エントリーなが

ら、予選を突破し、全国大会への出場を果
たした。しかし、全国の壁は厚く、上位入
賞チームとのレベルの差を痛感した。しか
し、次回への高いモチベーションへとつな
がった大会でもあった。

（３）グループリーダーと総監督
(第１時）

まずは、組織づくりからである。毎年、
３～４人の小グループに編成し、その中か
ら、グループリーダーを選出している。今
年は、昨年の実績から核となるリーダーを
みんなの話し合いの中から先に選出し、そ
こに他の生徒を割り振っていく形式を取っ
た。例年グループリーダーを決める際に、
自分に自信が無くてなかなか決まらないこ
とが多いが、この２年１組はやはりダンス
に対してのモチベーションが高く、もめる
ことなくスムーズに決まっていった。
さらに、そのグループリーダーの統括と

して総監督を置いているが、今年は全会一
致で進次郎に決まった。進次郎は運動能力
が高く、クラスの中心的存在だが、夏休み
明けから腰痛を発症しており、体育の授業
は見学することが多かった。ダンスの授業
も見学していたが、クラスのみんなが彼を
推薦し、進次郎も自分ができない分、総監
督としてダンスに積極的に関わっていきた
いと快諾した。それは、「去年は東京で悔
しい思いをしたので、今年もみんなで東京
へ行って、是非リベンジをしましょう」と
いう進次郎の所信表明にもよく表れてい
た。

（４）ダンスのテーマを決める (第２時)
「今年は全国で勝てるダンスにしたい」

ということを進次郎は考えていた。ある日
の昼休み進次郎と教員のディスカッション
が行われた。

進次郎：「先生、今年は何としても勝ちた
いんですが、どうしたらいいと思
いますか？」

教 員：「何か案はあるの？」
進次郎：「去年はダンスを先に創ってから、

それに合ったアピールポイントと
かを考えたんですが、それでは弱
いと思うんですよね。」

教 員：「じゃあ、今年はどんなダンスに
するかテーマ設定からする？」

進次郎：「はい、できるか自信はありませ
んがお願いします。」

ということで、次の授業では、今年のダン
スのテーマについての話し合いが以下のよ
うに行われた。

グループ毎にテーマを考える生徒達
手順①自分たちのクラスはどんなクラスな

のかを見つめる。
手順②クラスの実態からどんなダンスにし

たいか考える。
手順③そのダンスに相応しいテーマを考え

る。
手順④ テーマに合った楽曲を選択する。

話し合いの手順を示した学習カード

手順①～③まで、まずは学習カードを使
い、個人で考えた。その後、小グループで
自分の考えを発表し合い、グループの意見
としてホワイトボードにまとめていった。
話し合いの前に参考資料として昨年度入



賞した学校のテーマを紹介し、実際にダン
スの動画を見た。改めて、自分たちとの差
を痛感し、感嘆の声やため息が漏れる。
個人の考えを学習カードにまとめたあ

と、グループでの話し合い活動が始まった。

進次郎：うちのクラスってどんなクラ
ス？

生徒Ａ：笑いの絶えないクラス。
生徒Ｂ：一人一人の個性があふれてい

る。
生徒Ｃ：ユーモアがある。
生徒Ａ：とにかく明るいクラス。
進次郎：仲もいいよね。
生徒Ａ：生徒主体の行動ができる。
進次郎：じゃあどんなダンスにしたい？
生徒Ｃ：僕はとにかく楽しいダンスにし

たい。
生徒Ｂ：去年は動きが小さかったから、

動きが大きなダンスにしたい。
生徒C：いいねぇ。
生徒Ａ：リズムにのったキレキレのダン

ス。
生徒Ｂ：みんなが汗だくになって動き回

れるダンスにしたい。
みんな：うん。
進次郎：じゃあ、テーマはどうする。
生徒Ｃ：安居はホタルが有名だから、ホ

タルを入れたい。
みんな：それいいね。
進次郎：一人一人が個性あるっていうの

は、ホタルのように光るで表せ
るよね。

生徒B：あとはやっぱり楽しむこと！
みんな：賛成！

話し合いの結果、進次郎のグループでは
「楽しむことに意味がある

ホタルのように今光れ!!」
という案に落ち着いた。

進次郎グループのホワイトボード
その後、各班で話し合われた内容が書か

れたホワイトボードに見せながらみんなの
前で発表し、各班の考えたテーマを発表し
合った。どの班も、クラスの特徴をよく捉
えており、「明るい」「仲がよい」「個性が
ある」などが共通のキーワードとなって出

てきた。どんなダンスにしたいかでは、ど
の班も「楽しく」という言葉が入っており
みんなのダンスに対する前向きな気持ちが
よく表れていた。
各グループで考えた、いろいろなテーマ

が発表されたが、最終的に「ホタル」が決
め手となり、進次郎グループのテーマが採
用された。

グループでの発表会の様子
総監督の進次郎は自分達の班の案が採用さ
れ、よい作品にしたいとますます意欲が高
まったようであった。

（５）規定の動きを練習する
(第３時～第６時）

ダンスは約１分間の規定のダンスと約１
分間の創作ダンスの２部構成になってい
る。そのため、まずは規定の動きを覚える
ことからダンスの授業はスタートする。グ
ループ毎にタブレットを使い、ダンスの事
務局から配布される見本の動画を参考に練
習していった。
ただ、練習するのではなく毎時間、学習

カードを活用し、現在の自分のダンスの完
成度や難しかった所、次回の課題などを記
録させた。これにより次時の授業の課題が
明確になり、主体的に授業に取り組めるよ
うにするだけではなく、自己満足感や達成
感が味わえるように工夫した。

自己の進み具合がよく分かるカード

（６）創作の動きをグループ毎に考える
(第７時～第１０時）



規定の動きがだいたいできてきた所で、
いよいよ創作に入っていく。創作は７つの
グループが８呼間×２の１６呼間の動きを
考え、他の班にレクチャーしていく方法を
とっていった。

グループ毎に動きを考えたカード
今年は、最初にテーマを考えため、「楽

しいダンス」「みんながホタルのように輝
けるダンス」に相応しい振り付けを考えて
いった。しばりがあって、最初は難しかっ
たようであるが、授業を終えての感想の中
には逆にその方が創りやすかったという意
見も多くあった。

（７）動きを組み合わせる
(第１１時～第１４時）

それぞれのグループの創作ダンスができ
上がったところで、つなぎやフォーメーシ
ョンの修正に入る。実はここからがこの授
業の１番大変なところで、総監督進次郎の
腕の見せ所でもある。ここでは、オープニ
ングを創った時の進次郎とクラスのみんな
との様子を紹介する。

進次郎：今日はオープニングの隊形をし
ます。去年の全国大会を見て、
今年はこうしたいとかあります
か？

生徒Ｄ：並び順とか大切だと思った。
生徒Ｅ：全員の顔が見れるようにした

い。
進次郎：みんなはステージの発表を見る

時にどこを見ていた？
素晴らしい発問だと思った。ダンスはや

る側よりも審査する側の視点が大切だとい
う進次郎の思いからだった。

生徒Ｄ：やっぱり中心かなぁ。去年はみ
んなの顔が見えるように背の高
さを考えて並べていたけど、ダ
ンスが得意な人を中心に配置し
た方がいいと思う。

進次郎：そうですね。他にありますか？
生徒Ｅ：男女のバランスも考えた方がい

いと思う。
生徒Ｆ：去年女子のグループが多くて、

安居の発表の後、審査員が男子
のこと褒めてくれたから、男子
もアピールできるといいなぁ。

みんな：賛成。
進次郎：では、これらのことを考えて、

オープニングを創っていきまし
ょう。

生徒Ｆ：オープニングで花道を作って後
ろから総監督が登場するってい
うのはどう？

みんな：それいいね。

オープニングの構想図
腰痛でなかなか上手に踊れない進次郎に

対して、また、総監督として彼の功績をリ
スペクトしているクラスみんなのあたたか
い思いが伝わってきた。
「ダンスの上手な子を中心に置く」「男

女のバランスを考える」「総監督をオープ
ニングで登場させる」の３点を話し合いで
決め創作していった。

（８）プレ発表からの修正＆本番撮影
(第１５・１６時）

組み合わせも終わり、仕上げに入って
いく。ステップ５はプレ発表からの修正で
ある。プレ発表を撮影し、その映像を見な
がらみんなが気がついたことを言ってい
く。あらかじめ学習カードに審査の５つの
観点「動きの完成度」「空間の工夫・独創
性」「躍動感・元気良さ」「リズム・動き
の変化」「チームワーク・同調」を示し、
総監督を中心にそのカテゴリー毎に振り返
るようにした。「動きがそろってない」「動
きが小さい」「表情が暗い」など厳しい意
見が続出した。



進次郎：たくさん意見が出てきました
が、もう時間があまりないので、
項目を絞って修正したいと思い
ます。

ここまでは、事前に教員と打ち合わせし
ていた。あれもこれも修正はできないから
項目を絞らないと難しいと進次郎にアドバ
イスしておいたが、次の進次郎の質問に感
心した。

みんなから出てきた振り返り

進次郎：今回のテーマを達成するために
は、この中で何が大切？

なるほど、ここでテーマを出してきた彼
の発想力は素晴らしい。テーマに始まって
テーマで終わる。よく目標は決めるけど決
めただけということがよくある。進次郎は
テーマを大事にしたかったのだ。

生徒Ｇ：やっぱり笑顔が大切！
みんなうなずく。
進次郎：笑顔だけで、優勝できる？
みんな首を横に振る。
生徒Ｈ：もっとみんなの動きを合わせな

いとダメ！
生徒Ｇ：声もしっかり出さないと！
その後の練習は、普段、受け身的な男子

生徒からも細かいタイミングの質問が積極
的に出るなど、一段と気合いが入ったよう
に感じた。それは、生徒全員の修正してい
く方向が一致したためだと思われる。
総監督もいつになく大きな声を出し、み

んなの指導に熱が上がっていた。その後ろ
姿は自信に満ちあふれており、今までで一
番頼もしく感じた。
そして、ついに本番の撮影を終えた。完

成した作品を見つめる顔は、みんな満足げ
で、笑顔が絶えなかった。
最後に進次郎の感想から今回の授業での

彼の学びを振り返る。
ダンスの楽しさは、仲間と対話しながら

主体的に創作活動し、それでいいのかと深
く考え、より良いものを生み出すことにあ
ると考える。進次郎は、その楽しさを味わ
うことができた。

進次郎の授業後の振り返り
それから数日後、２年１組の教室は歓喜の
声であふれていた。見事予選を通過したの
だ。

２，ふりかえり
今回の授業では、テーマ設定からプレ発

表の振り返り・修正まで約１６時間(計画
では１２時間）かかってしまった。生徒主
体の活動だと時間的なロスがあることが否
めない。そこで、教員が生徒たちの活動を
「生徒が主役」であるように、どうコーデ
ィネートしていくかが重要であると痛感す
るともに、今後の課題としていきたい。
また、テーマ設定の話し合いでは、全体

シュアリングにもっと時間をかけたかった
が、運動量の確保という厚い壁に勝てず、
あまり時間を確保することができなかっ
た。探究活動と運動時間の兼ね合いが体育
では難しいと改めて感じた。

生徒達の努力の甲斐があり、今年も全国
へ行くことができたが、入賞を逃した。生
徒達のプロジェクトはさらに続く。
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今回のダンスでは、自分は総監督となりました

が、自分はケガをしていてあまり動けないし、み

んなも今年も全国へという思いがとても強かった

と思うのでプレッシャーを感じていました。全国

で勝つためにと、今年は、テーマ決定から行い、

それに合うようなダンスを創るということをしま

したが、なかなか難しく、これで全国へ行って勝

てるのかという思いが常にありました。特に「ホ

タル」をどう表現するかというところが難しかっ

たです。しかし、クラスみんなの支えもあり、最

後にはみんなが納得するダンスができて本当によ

かったと思います。今回総監督という役目を果た

せて、ダンスの楽しさを去年の何倍も味わうこと

ができたと思います。絶対全国へ行きたいです。


